
全
体
会
で
は
、
自
分
の
仕

事
内
容
や
現
場
で
学
ん
だ
こ

と
、
悩
み
な
ど
を
大
勢
の
前

で
ス
ピ
ー
チ
し
て
も
ら
い
ま

す
。小

塩
秀
斗
さ
ん
（
２
年
生
、

大
工
、＝

上
写
真
）
は
、

「
カ
レ
ッ
ジ
で
使
い
方
を
学

ん
だ
手
道
具
は
リ
フ
ォ
ー
ム

現
場
で
役
立
っ
て
い
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

取
引
先
か
ら
頼
ま
れ
た
「
ゴ

ミ
屋
敷
」
の
清
掃
で
苦
労
し

た
経
験
を
紹
介
し
ま
し
た
。

古
民
家
の
再
生
に
親
方
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
人

も
い
ま
す
。
当
麻
雄
大
さ

ん
（
２
年
生
、
大
工
）
で
す
。

カ
レ
ッ
ジ
で
学
ん
だ
こ
と
が

生
か
せ
る
手
刻
み
ば
か
り
の

現
場
仕
事
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。
親
方
の
「
無
垢
の
木

が
時
間
と
共
に
変
化
す
る
こ

と
を
予
想
し
な
が
ら
仕
事
す

る
の
が
楽
し
い
」
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
っ
た
そ
う
で

す
。田

邉
琢
磨
さ
ん
（
１
年
生
、

大
工
）
は
、

４
月
か
ら
の

経
験
を
豊
富
な
写
真
で
丁
寧

に
報
告
し
ま
し
た
。
社
会
人

１
年
生
の
戸
惑
い
を
素
直
に

表
し
な
が
ら
「
怒
ら
れ
る
こ

と
は
幸
せ
な
こ
と
な
ん
だ
」

と
自
分
の
気
づ
き
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に

つ
い
て
立
ち
合
い
の
先
生
か

ら
「
怒
ら
れ
る
と
嫌

な
思
い
に
な
る
け
ど
、

自
分
が
気
づ
か
な
い

問
題
点
を
他
人
が
指

摘
し
て
く
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
。
大
事

な
こ
と
に
気
づ
い
た

ね
」
（
金
田
正
夫
講

師
）
と
い
う
コ
メ
ン

ト
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

〇

〇

分
散
会
で
は
、
全

員
が
自
己
紹
介
し
た

後
に
、
仕
事
で
の
苦

労
や
職
場
で
困
っ
て

い
る
こ
と
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
雨
漏
り
の
検
査
や
対
策

の
体
験
な
ど
各
自
の
実
務
紹

介
の
一
方
、
「
５
月
は
休
日

が
な
か
っ
た
」
、
「
仕
事
で

使
う
物
品
の
個
人
立
て
替
え

購
入
が
当
た
り
前
の
慣
習
が

お
か
し
い
」
な
ど
、
過
酷
な

職
場
環
境
を
告
発
す
る
声
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
指

摘
を
真
剣
に
受
け
止
め
、
本

校
母
体
の
東
京
土
建
と
一
緒

に
、
改
善
の
取
り
組
み
を
進

め
た
い
と
考
え
ま
す
。
◆

2024年度 第4号 カレッジ通信 2024年（令和6年）8月1日

1

編集・発行

東京建築カレッジ

授業見学
大歓迎！

℡ 03
（5950）
1771

OJT報告会は「伝える力」「聞く力」を育てる授業

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
（
言

語
教
育
）
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、

「
読
み
書
き
」
（
書
き
言
葉
）
と
「
話
す
・
聞
く
」
（
話
し
言
葉
）
の

２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
授
業
日
に
必
ず
提
出
す
る
「
日
報
」
や
各
種

の
「
レ
ポ
ー
ト
」
提
出
、
毎
月
の
「
出
勤
状
況
簿
＆
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
現
場
実

習
）
月
報
」
は
「
書
き
言
葉
」
の
訓
練
、
年
３
回
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
報
告
会
や

卒
業
制
作
発
表
会
は
「
話
し
言
葉
」
の
訓
練
で
す
。

７
月
27
日
の
２
０
２
４
年
度
第
１
回
Ｏ
Ｊ
Ｔ
報
告
会
で
は
、
２
年
生

（
第
28
期
生
）
５
人
、
１
年
生
（
第
29
期
生
）
４
人
が
全
体
会
で
Ｏ
Ｊ

Ｔ
報
告
。
そ
の
後
、
司
会
や
記
録
係
、
報
告
係
を
分
担
し
て
３
つ
の
分

散
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
お
互
い
の
本
音
を
交
流
し
ま
し
た
。

２
年
間
の
カ
レ
ッ
ジ
生
活
で
、
１
回
以
上
、

全
体
会
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
報
告
を
経
験
し
ま
す
。

東京建築カレッジは7月21日、池袋校舎で「研修生派遣
事業所と講師・指導員の合同研修会」を開きました＝写真。
大工不足の悲惨な実態と打開の方向性を伝える7月2日初回
放送のNHK「クローズアップ現代」を視聴学習した後で、

２年間のカリキュラムの流
れを、施工系、計画系、構
造系、情報系、教養系の授
業ジャンルごとに先生方の
リレースピーチで学びまし
た。参加者の一人は「カレッ
ジ教育にもっと前のめりで
参加していこうと思った」
と話していました。

テーマに沿って話し合う分散会の様子事業所と先生が合同研修会

現場での気づき＆学びを自分の言葉で紹介、意見交流



８
月
１
日
か
ら
「
建

築
法
規
Ⅰ
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
法
規
は
構
造

力
学
と
並
ん
で
苦
手
と

す
る
人
が
多
い
科
目
で

す
が
、
鈴
木
陽
子
講
師

の
明
る
く
丁
寧
な
法
規

の
解
説
で
楽
し
く
学
べ

て
い
ま
す
（
右
写
真
）
。

「
建
築
材
料
実
験
」

で
は
、
実
験
結
果
の
正

確
な
レ
ポ
ー
ト
提
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

「
レ
ポ
ー
ト
は
用
紙
の

汚
れ
の
有
無
、
漢
字
が

書
け
て
い
る
か
、
か
ら

指
導
し
ま
す
。
他
人
に

見
せ
る
報
告
書
で
す
か

ら
当
然
で
す
」
と
高
橋

俊
幸
講
師
。

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ

に
は
住
宅
設
計
の
授
業

が
１
年
次
・
２
年
次
の

複
数
の
科
目
横
断
型
で

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
し
め
く
く
り
の
授

業
が
８
月
１
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

与
え
ら
れ
た
敷
地
条

件
で
各
自
が
自
由
設
計

し
た
プ
ラ
ン
を
50
分
の

１
の
模
型
で
発
表
し
ま

す
。
「
こ
の
学
校
の
研

修
生
の
多
く
は
大
工
な

ど
の
施
工
従
事
者
だ
け

れ
ど
も
、
デ
ザ
イ
ン
や

設
計
の
仕
事
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
、
経
験
さ

せ
た
く
て
、
こ
の
授
業

を
考
案
し
た
」
と
長
野

智
雄
講
師
。
発
表
は
、

デ
ザ
イ
ン
や
設
計
の
前

提
と
な
る
家
族
構
成
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
説

明
か
ら
お
こ
な
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
最
終
的
に

は
誰
の
た
め
に
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
、
気
付

か
せ
る
狙
い
も
あ
り
ま

す
。

夏
の
自
主
ゼ
ミ
！

溝
口
明
則
先
生
と
行

く
「
感
覚
す
る
構
造
・

法
隆
寺
か
ら
宇
宙
ま

で
」
展

７
月
28
日
、
夏
の
自

主
ゼ
ミ
「
溝
口
明
則
先

生
（
建
築
史
担
当
講
師
）

と
行
く
『
感
覚
す
る
構

造
・
法
隆
寺
か
ら
宇
宙

ま
で
』
展
」
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
２
年
生
４

人
、
１
年
生
１
人
、
来

期
入
学
予
定
者
な
ど
約

10
人
が
天
王
洲
ア
イ
ル

駅
近
く
の
「W

H
A
T

M
U
S
E
U
M

」
（
寺
田

倉
庫
）
に
出
か
け
ま
し

た
。
構
造
の
観
点
か
ら

建
築
の
発
展
を
辿
る
展

覧
会
で
、
木
造
古
建
築

が
素
材
の
使
い
方
や
接

合
部
の
工
夫
で
ど
の
よ

う
な
進
化
を
遂
げ
て
き

た
の
か
、
溝
口
先
生
の

わ
か
り
や
す
い
コ
メ
ン

ト
を
聞
き
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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「
建
築
法
規
Ⅰ
」
始
ま
る

「初学者でもわかりやすい」「建築士試験対策の
助言も豊富」と好評な鈴木陽子講師

東京建築カレッジは座学の内容、講師陣も充
実しています。「建築環境Ⅰ」担当の朴賛弼講
師はソウル生まれで国費留学生として来日。法
政大学建築学科博士課程修了、工学博士。
法政大学デザイン工学部建築学科で長年、教

員を務め（昨年３月定年退職）、日本民俗建築
学会に所属し日本と韓国の民家研究で有名な先
生です。
環境問題やまちづくりにも関わり、『清渓川

再生 ソウルの挑戦―歴史と環境への復活』
（鹿島出版会）では、都心部の高速道路を撤去
し景観を取り戻したソウルの事例を紹介してい
ます。建築環境や設備の教科書も多数執筆し、
建築士試験のこの分野の出題傾向なども授業の
中で解説しています。（下の表紙写真は最近の
著作）

設
計
プ
ラ
ン
を
模
型
で
発
表

各自の継手の強度を確認

「建築環境Ⅰ」
担当講師

朴 賛弼 さん
パク　チャンピル


